
  

 

 

 

  

   

   

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
‹平成30年2月7日設立› ‹平成30年2月20日設立› 

 ＜リスクマップ例（参考）＞ 

参画:22事業者･団体 
来賓:鶴ヶ島市長、坂戸市長、毛呂山町長、 
   越生町長、鳩山町長 
※ 鶴ヶ島市がミャンマー連邦共和国のホス 
 トタウンとして登録 

参画:22事業者･団体 
・ さいたま市空手道連盟所属の女子選手に 
 よる空手演武が披露されました 
※ さいたま市とオランダ王国空手道連盟が 
 締結した事前合宿誘致に関する協定におい 
 て運動施設として決定したさいたま市記念 
 総合体育館（愛称:サイデン化学アリーナ） 
 を管轄､ホストタウンとしても登録 
 

警察署版テロ対策「彩の国」ネットワークの設立 

 大規模国際イベントに向けたリ
スクマネジメントをテーマに自治
体を対象にした分科会を開催しま
した。 
 講演では、自治体で予定（検
討）しているイベントについて想
定されるリスクの洗い出しを行
い、「発生頻度」と「イベントへ
の影響度」の２つの軸で分類整理
する「リスクマップ」の策定演習
を実施しました。 
 右はリスクマップ例ですが、情
勢により変化しますので参考とし
てください。 

   講演： 

  「東京2020大会等に向けたﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ」  

   東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ（株） 

   ﾋﾞｼﾞﾈｽﾘｽｸ本部ﾏﾈｰｼﾞｬｰ  

   深津嘉成主席研究員 

〈３月２日 於:埼玉県県民健康センター〉 

リスク頻度

運
営
へ
の
影
響

高低

小

大 ●地震・津波

●台風・高潮・無風

●異常気象（猛暑等）
●感染症

● 集団食中毒

●火災・爆発

● 施設・設備の故障

●群衆事故
（混雑時の連鎖転倒等）

●停電

●断水

● 通信ネットワーク断絶

●宿泊施設不足●犯罪（盗難、不法侵入等）

●情報流出

●交通事故・交通渋滞

●宗教・人種・社会的弱者

への差別や配慮不足

●運営側の不正行為（贈収賄）

●戦争・テロ
（要人暗殺、群衆テロ、海水・排水・水道テロ）

●危険物質の偶発流出

●地域住民の許容を越える騒音・交通渋滞等

●地域コミュニティおよび住民との摩擦

●周辺の環境や生態系の破壊

● 廃棄物の発生

●地域経済への影響

（雇用・施設整備・観光等）

●メディアコミュニケーション

（マスコミ対応）

●サイバー攻撃

●施設・設備の整備遅れ

●芝等の競技環境悪化

●無許可のドローン侵入

●観客のゴミマナー違反

（ゴミ箱不足）

●ダフ屋行為

●周辺駐車場の不足

●選手の海での遭難

●道路渋滞による

選手到着遅延

●撮影用ドローンの

墜落によるケガ

●観光客・応援団受け入

れキャパオーバー

●撮影用ヘリ等の騒音

● 警察・警備員不足による対処要員不足

●観客への道案内不備

（ボランティアの訓練・統率）

●放送や運営関係者の車両・機材損傷

●競技に必要な備品不備

の代替策なし

●飲食店でのキャパオーバー
●コンビニ、食料品店の在庫切れ

●街・店・住民のおもてなし対応力

不足による風評（インバウンド対応）●競技備品の管理不備による損傷（賠償）

●病院のキャパオーバー、

病院の外国人対応（会話・処置）
●プレイベント（前夜祭）

での対応不備

●露天商の勝手な出店
●観客同士の喧嘩

●周辺利害関係者への大会中の休業補

●電車・バス遅延やキャパオーバー

による駅での混雑誘導対応

●人が倒れた際の(混雑時の)

病院への搬送遅れ

●知的財産権・肖像権の侵害



 


